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充実した就職支援体制により、就職率（就職者／就職希望者）は

大学 9 8 . 9％、短大 9 6 . 6％ と高い水準を維持しています。

（2024年5月1日現在）

本学では１年生からキャリア教育を学び、個別相談や就職ガイダンス、各種試験サポート
など基礎から実践まで、各学年に応じた充実した就職支援プログラムを提供しています。
今回は、本学の「就職ガイダンス」の一例をご紹介します。

就職支援プログラム

2023年度卒業生の就職実績

保護者のための就職ガイダンス

就職希望者 116名
就職者 112名

発達教育学科

100％
経営学科

99.0％

スポーツ
マネジメント学科

100％

心理コミュニ
ケーション学科

94.1％

就職希望者 99名
就職者 98名

就職希望者 84名
就職者 84名

就職希望者 45名
就職者 45名

就職希望者 34名
就職者 32名

幼児教育科

96.6％

大学生対象の就職ガイダンス

短大生対象の就職ガイダンス

＼
就職ガイダンスの
詳細はこちら

／

新３年生の保護者の方を対象に実施したガイダンス
では、年々早期化する就職活動の現状や傾向、
ご家庭での向き合い方などについて保護者の方
にご理解いただき、お子様の就職支援に役立てて
いただくことを目的として、特別講師による講演会
と個別就職相談会を実施しました。

大学では、「人事担当者による講話」や「面接試験
対策」、「企業研究会」など、学生が求める就職支援
を意識した就職ガイダンス（全15回）を実施して
います。さらに、インターンシップに向けて、自己
分析やエントリーシートの書き方の事前指導を
行うなど、きめ細やかなサポートをしています。

短大では、「履歴書・志願書の書き方講座」や
面接・電話対応を実践的に学ぶ「マナー講座」、
卒業生から保育現場のリアルな情報を聞くことが
できる「OG講話」など、さまざまなテーマで全7回
の就職ガイダンスを実施しています。

特別講師による講演会 個別就職相談会

インターンシップ事前指導 自己分析講座

マナー講座（お辞儀の練習中） 履歴書・志願書の書き方講座

＼
就職実績の

詳細はこちら
／
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経営学部（経営学科・スポーツマネジメント学科）
人間文化学部（発達教育学科・心理コミュニケーション学科）
大学院（経営学研究科・心理学研究科）

幼児教育科

採用試験合格者インタビュー

認定こども園真岡ひかり幼稚園 合格
野澤 ゆうひさん（幼児教育科卒／上三川高校出身）

栃木県公立特別支援学校 合格
水沼 沙也さん（人間文化学部 発達教育学科卒／宇都宮北高校出身）

作新学院大学で実施されていた「個人面接」・「集団討論」の練習に毎回参加していたこと
は、合格につながった一つの理由だと思います。試験本番の空気を味わうことができ、自分と
同じように合格を目指す仲間と一緒に練習を行うことで「自分も頑張らなきゃ」という気持ちに
なりました。また教育実習での経験もとても印象に残っています。分からないことや困ったこと
があった際には自分から先生方に質問するようにしたことで、学び多き実習となりました。こう
した経験から主体的に学ぼうとする姿勢を持つことの大切さを学びました。この経験は採用試験
へ向けて勉強をする際にも役立ちました。自分の置かれた場所でどれだけ努力をすることが
できるのかは自分次第であり、先生になりたいという強い気持ちをもって学び続けることが
できたのも教育実習での経験があったからだと思います。
将来は、自分自身の経験を生かし、障害のある子どもをもつ家族の気持ちにも寄り添い
ながら、子どもたちの持てる力を最大限引き出すことのできる先生になりたいと思います。

栃木県警察本部・福島県警察本部・警視庁 合格
岸本 剛さん（経営学部 経営学科卒／白河高校出身）

警察官になりたいと思ったきっかけは、白バイ隊員への強い憧れからです。道路での安全を
守りながら秩序を維持する姿に憧れ、私も警察官になりたいと思いました。採用試験の準備を
始めたのは、２年生の春休みからです。大学に在学しながら、公務員試験専門の予備校に通い
対策をしてきました。早い時期から対策をしたこともあり、自信を持って試験に臨むことができま
した。また、大学に設置されているキャリア・就職支援課での職員の方との面談や面接対策も
有効に活用させていただきました。
作新学院大学の講義は、一つ一つが自分の中で役に立ちました。私自身、経営学部で
学んでおりましたが、経営学の講義だけでなく警察官採用試験にも繋がるような講義が多く
あります。講義で学んだことを採用試験に活かすことができ、合格することができたと実感して
います。また、先生方が講義において学生一人一人に親身に接してくれる姿勢を見て、これを
お手本に警察官として市民の方一人一人に寄り添っていきたいと思いました。

本学では、学生一人一人の目標や適性に合わせて、教職員が一体となって就職支援に取り組んでいます。採用試験に
合格した2023年度卒業生に本学での学びや試験勉強について聞いてみました。

＼
詳細はこちら

／

キャリア・就職支援課
学生の将来設計や夢の実現を
バックアップしています

教員採用試験合格者インタビュー

＼
第２弾

／
本学の強みである「少人数制の授業スタイル」と、教職実践センターや
教員採用試験講座など、教職をめざす学生への充実した支援体制により
学生一人一人に合わせた手厚いサポートを実践しています。

＼
第１弾

／

＼
詳細は
こちら

／

教職実践センター
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自然に囲まれた環境で子どもたちが元気にのびのびと
遊ぶ姿に魅了され、また目標となる保育者に出会えたことが
この園とのご縁につながりました。雰囲気もよく最高の職場
だと思います。
就職試験では、ピアノが課題にあったので、先生方の丁寧な
指導のもと、しっかり弾き歌いができるよう練習をして臨み
ました。納得できるまでたくさん練習できたのも、放課後でも
使用できるレッスン室のおかげです。


